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ごあいさつ

近年、世界各地で染色型紙の展覧会や研究集会が開催され「型紙の学術研究」が盛んになりつ
つあります。しかし、これまでの型紙研究は研究者個人や各所蔵機関が独自に進め、手法も確立
されてきませんでした。大量に現存する型紙を整理するには、研究者や所蔵機関が連携をとりなが
ら進めるべき時期を迎えています。

国を超えた連携には、デジタル技術やウェブが必要不可欠となります。これらを駆使して各所蔵
機関が連携をはかるためには、何が必要なのか、国内外の所蔵機関が抱える問題点と課題を洗い
出し、理解を共有したいと考えましたのが、国際ワークショップ「学術資料としての『型紙』─資
料の共有化と活用に向けて」（2016 年 10 月 29・30 日、立命館大学アート・リサーチセンターにて
開催）の企画の起点です。また、この企画には、2016 年３月スイスのチューリッヒ大学において開
催された国際シンポジウム「Katagami in the West　海外での『型紙』の姿」が大きく関わってい
ます。本ワークショップは、シンポジウムを通じて浮かび上がった課題を実践的に検討することも目
的としました。

当該ワークショップでは、型紙整理やデータベース化の事例報告、本学におけるデジタル化や整
理の方法の実際を紹介しました。また、各所蔵機関における型紙整理の現状や課題を共有するこ
ともでき、型紙の調査方法・メタデータ項目の標準化について活発な意見交換をおこないました。
加えて、開催日には現在の染織産業に関わる方々のご参加もあり、受け継がれてきた型紙のデザイ
ンや技術を現代の産業や一般社会への普及にどのように活用できるのかについても議論され、型
紙所蔵機関と産業とのネットワーク構築の場ともなりました。ここに改めて、ご参加くださいました
多くの方々に深甚からの感謝の意を表したいとおもいます。

本報告書は、ワークショップにおける報告内容を共有することを目的としてまとめたものです。各
所蔵機関の現状や型紙の調査方法、商印など今後の型紙研究の参考になれば幸いです。これから
も国際的な型紙研究への一層のご協力とご支援をお願いし、報告書刊行にあたってのごあいさつ
とさせていただきます。

2017 年３月

立命館大学　研究成果国際発信プログラム 
「国際的な型紙研究の基盤構築と活用に関する研究」

研究代表者　鈴木桂子
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主 旨 説 明

国際的な型紙研究の基盤構築と活用に向けて

鈴木桂子〈立命館大学　教授〉

近年、型紙に対する学術的な関心が高まり、これに伴い、型紙が世界各地で所蔵されているこ
とが明らかになりつつある。立命館大学アート・リサーチセンターが関係する様々な研究プロジェク
トにおいても、型紙は、京都の伝統産業資料として、また近代染織資料として、また歴史的・世
界的なプリント・メディア資料として、様々な研究の重要な結節点であると認識されている。その一
方で、きもの産業構造の変化とともに型紙の製造に携わる人口の減少や資料の散逸に対して危機
感が高まっている。

このような状況の下、型紙の研究者や所蔵機関が連携をとりながら国際的な型紙研究の基盤構
築と活用を進めるべき時期を迎えている。本ワークショップは、大量に現存する型紙を整理し、そ
の情報を蓄積・共有、調査・研究するため、（１）具体的な調査方法、（２）研究の進め方、（３）
データベース化に向けての問題点と課題、及び実践的なノウハウを共有することを目的とする。
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主旨説明 ─ 鈴木桂子
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基 調 講 演

『道具』から『資料』へ　これからの型紙 研究へ向けて

生田ゆき〈三重県立美術館　学芸員〉

型染の道具として発展してきた型紙。多種多彩な文様の妙と、精緻な柄を彫り抜く技術は多くの
人々を魅了してきた。特に 19 世紀後半以降、型紙が大量に欧米に輸出された事実が明らかになる
や、型紙に注がれる眼差しは熱を帯びる一方である。

他方、型紙研究には依然として大きな壁が横たわったままである。染色の道具として扱われた時
代が長かったために、型紙の生産、注文、流通についての文字情報が圧倒的に不足しているのだ。

この現状を打破するためには、型紙を解読すべき資料として見直す態度が必要となる。それに
は、型紙についての、加工方法の変遷、彫刻技術の発展、染色技法の差異など、型紙の「現場」
に根差した情報だけでなく、特権的株仲間の形成による型紙の独占販売体制という特殊な歴史的
経緯についての知識も必要となる。

確かに型紙は従来の美術史的な手法による分析は困難である。翻ってそれは、既成概念を超え
て、染色史、服飾史、さらに経済史、外交史などとも連携することにより、新たな学問の地平が
開かれる可能性を示唆するものである。本発表では、国内外で行った様々な調査の結果をもとに、
これからの型紙研究のあり方を提案していきたい。
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基調講演 ─ 生田ゆき
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基調講演 ─ 生田ゆき
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基調講演 ─ 生田ゆき
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基調講演 ─ 生田ゆき
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［ 第１部 ］ 型 紙 研 究 の 現 在 と 課 題

スイスから見た型紙研究の景色

Hans Thomsen　ハンス・トムセン〈チューリッヒ大学　教授〉

2016 年３月にスイスで行われた国際学会『海外での「型紙」の姿』には大勢の型紙関係の専門
家が集まり、二日間の発表と一日の見学を通して、これまでの型紙研究と型紙コレクションの現状
がある程度、明らかになった。海外の数多くの型紙コレクションには共通の問題点が幾つかある。
たとえば、保管、保存、修理の問題である。または模様の名付けや番号の付け方、撮影の方法、
データベースの作り方、展示の方法、調査の種類や型紙の測り方、型紙研究に関する調査道具の
選び方などにも問題があることが明らかになった。

これら諸問題を解決するためにまず必要なのが、コミュニケーションである。型紙自体の形や大
きさはさほど変わらないことを勘案すると、型紙についての新提案、調査方法、道具や展示の情
報、コレクションの新発見などを型紙の研究者間で情報交換・共有する時代になれば、型紙研究
が発展する。インターネットを利用して、世界中のさまざまな場所に存在しているコレクションを繋
ぐと比較研究も簡単に出来る。またインターネットを通してのネットワークが型紙を繋ぐ道具だけで
はなく、学者を繋ぐものにもなる。

型紙コレクションには共通点が多々あるが、大きな違いもある。スイスに数多くある型紙コレク
ションを研究したところ、収集された元々の目的が、以下のように判明した。

１）デザインの教材。型紙を学校の教材として、生徒にデザインを教える。ザンクトガレン
の染織学校のコレクションがこれに該当する（現在はザンクトガレン・テキスタイル美
術館蔵）。

２）美術品。美術品として集められたコレクションである。このような例として、フランス
人の日本美術収集家アンリ・ヴェヴェールの型紙コレクションがある（現在はザンクトガ
レン・歴史民族博物館蔵）。

３）企業発達への道具。会社が新しい技術や商品を生み出すために、型紙を参考資料と
して集める。アーラウ州資料館の一万点コレクションがこの典型である。

４）人類学。世界の他民族を理解するために集められた道具。型紙を通して「日本人」を
研究する。チューリッヒ大学民族博物館のコレクションがこの典型である。

５）日本の文化。美術品ではなく、日本文化を説明する為に使用された。リートベルグ美術
館がこの例に典型である。型紙コレクションは美術館の付属図書館に所蔵されている。
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Hans Thomsen

６）染織研究。染織の生産を理解するため集められたコレクションである。バーゼル民族
博物館がこの典型である。ここでは型紙だけではなく、型紙を参考にして作られたテ
キスタイルも保管されている。

これらコレクションを一つ一つ見るより、総合すると判明することもある。ネットワークとして研究
すれば、良い結果が出る。「日本の型紙」か「スイスの型紙」として考えるよりも「国際的な型紙」
として考える時代が来たと思う。日本は生産地なので、日本でしか研究ができない面も沢山ある。
しかし、海外にしか出て来ない現象もある。国内外を両方見つめれば、研究がより深く面白くなる。
これからも型紙の研究に期待をしている。
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Hans Thomsen
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Hans Thomsen
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Hans Thomsen
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Hans Thomsen
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［ 第１部 ］ 型 紙 研 究 の 現 在 と 課 題

技法や媒体を超えた型紙図案の 
ハイブリディティーを考慮する

高木陽子〈文化学園大学　教授〉

型紙の図案は、技法や媒体を超えてハイブリッドの造形を作ってきた。本発表では、近代デザイ
ンの創始者の一人アンリ・ヴァン・ド・ヴェルド（Henry van de Velde, 1863-1957）をとりあげ、19
世紀末から 20 世紀初めにかけて型紙とバティックに同様の意匠を発見し、平面デザインに応用し
ていた例を示す。

この問題は、長期のスパンで地球を循環するがごとく受容・応用されてきた染織の図案研究と、
そのスピードが飛躍的に早まる近代デザイン研究にまたがり、美術史、デザイン史、染織史、経済
史、人類学、グローバルヒストリーなどの観点から研究できる。

発表者は、西欧のジャポニスムの観点からヴァン・ド・ヴェルド研究をおこない、この問題にたど
り着き、バティックを専門とする人類学者と出会い、研究上の意見交換を行っている。型紙データ
ベースの参照欄に、ある型紙図案が、他技法による染織や他の媒体に応用された例を掲載するこ
とで、思いがけない学際的な共同研究が生まれる可能性がある。
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［ 第１部 ］ 型 紙 研 究 の 現 在 と 課 題

ドレスデン州立芸術コレクションのデータベース『ダフネ』
─型紙コレクションの組織的科学的調査のための基本
ツールと国際的ネットワーク活性化の必要性について

Kerstin Stöver　ケルスティン・シュテーファー〈ドレスデン工芸博物館　学芸員〉

ドレスデン工芸博物館のテキスタイル所蔵品目録には、「目録番号 21940」のところに、「日本製
の染色用型紙コレクション、約 12,000 点」と記されている。

そして実際に、博物館の収蔵庫には、目録番号が記された型紙が収められた 94 の保存ケー
スと、「超大型」の型紙が入ったポートフォリオ１点が存在する。それらは、1889 年に、ベルリン
の著名な美術商ヘルマン・ペヒター（Hermann Pächter）が経営する画廊 R・ヴァーグナー（R. 
Wagner）を通じて購入されたものだと考えられてきた。

これら貴重なコレクションの価値を自覚しつつも、100 年以上ものあいだ、ドレスデン工芸博物館
は、このユニークな作品群を包括的かつ科学的に研究したり展示したりすることができるスタッフ
を得る機会に恵まれなかった。しかし、個々の型紙に顔料を塗ったような跡があることから、それ
らが（工芸博物館に附属していた）工芸学校の授業で使われていたことがわかる。

2013 年には、しかし、「博物館＆調査財団（Museum & Research Foundation）」からの財政
支援によって、展覧会プロジェクト「収蔵庫への調査旅行」の一環として、所蔵する型紙の包括的
な調査研究を行う大きな機会がもたらされた。

このプロジェクトのために雇用された３人のスタッフが、一年間にわたって、全ての型紙の寸法
や特徴などを記録し、撮影を行って、それらをドレスデン州立芸術コレクション（SKD - Staatliche 
Kunstsammlungen Dresden）のデジタル・データベース・プログラム「ダフネ」に登録していった。
その数は、型紙 16,000 枚以上にものぼる。それらは、このコレクションに関心をもつ世界中の人々
が見ることが出来るように、SKD のウェブサイトで漸次公開されていく予定である。同様に、型紙
の修復事業も始まった。

コレクションの記録作業によって、コレクション全体の体系的かつ科学的調査は始まったばかりで
あり、様々な疑問点が指摘されるようになった。同時に、SKD 所属の他機関、例えばドレスデン
銅版画室（Kupferstichkabinett）が所蔵する小規模な型紙コレクションとの比較も行われつつある。

現時点で大きな発見はそれほど多くはない。調査はまだ完了しておらず、パズルを解き明かすた
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Kerst in  Stöver

めの疑問の多くには、いまだ解答が得られていない。しかしながら、本発表においては、すでに
得られたいくつかの成果を報告する。

現在、ダフネ・データベース内で行われている作業は、近いうちに、「ユーロピアーナ
（EUROPEANA）」のような外部データベース・エンジンに接続・拡張される予定である。その前
提条件として、（コレクションの）メタ・データの入手は必須だと言えよう。

和訳：池田祐子〈京都国立近代美術館　主任研究員〉
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Kerst in  Stöver
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Kerst in  Stöver
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Kerst in  Stöver
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ Kerst in  Stöver
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［ 第１部 ］ 型 紙 研 究 の 現 在 と 課 題

紅型型紙の調査からデータベース化への方法

平田美奈子〈沖縄県立芸術大学 附属研究所　共同研究員〉

染色における「型紙」の役割は、模様を付けるための「道具」である。琉球王朝の時代から受
け継がれている紅型染めでも主に衣裳へ模様を付けるため、同様に型紙が用いられている。「型
紙」は「道具」であるため、文献や資料が少ない。そのため、型紙整理の基礎となる情報や分類
方法について、先行事例が乏しく、具体的な項目を挙げてまとめることが困難であった。

沖縄県立芸術大学では、収蔵されている鎌倉芳太郎資料の紅型型紙を資料としてデータベース
化を行ってきた。型紙のサイズによる整理から始まり、全体像の把握のため、調査・データの収集
を行い、それらをもとに紅型型紙データベースを作成した。現在でも、データ構築は引き続き行っ
ている状況である。

発表者は、これまでの紅型型紙のデータベース化への成果と反省点を踏まえ、今回のワークショッ
プのテーマである「型紙資料の活用」に向けて提案が出来ればと考える。
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ 平田美奈子
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ 平田美奈子
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［第１部］型紙研究の現在と課題 ─ 平田美奈子
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［ 第１部 ］ 型 紙 研 究 の 現 在 と 課 題

ボストン美術館とニューイングランド地方における 
型紙の受容と活用

堀田結子〈ボストン美術館 日本美術課　リサーチアソシエイト〉

19 世紀末のニューイングランドでは、J. ラファージ（1835-1910）や W. S. ビゲロー（1850-1926）、
A. W. ダウ（1857-1922）らが型紙を蒐集し、それらはデザインや美術教育の分野で活用された。
1880 年代にビゲローによってボストン美術館へ寄付された約 4,600 点の型紙は、当初作品に関する

「道具」として正式なコレクションとは別に登録されたが、1910 年に L. ウォーナー（1881-1955）に
よってその価値を見直す展示が行われた後、1915 年には「研究資料」として改めて番号が付けら
れた。近年においては、国際的な型紙研究が活発となるに従い、ボストン美術館でも型紙の保存
やデータ管理の方法が見直され、現在は生田ゆき氏の調査資料を元にデータベースの修正と再構
築を行っている。

本発表では、ボストン美術館とその周辺のコミュニティで様々に評価、活用されてきた型紙の歴
史を踏まえた上で、2000 年以降美術館で運用されている情報管理システム（TMS）とコレクション
検索サイトにおける型紙データの作成について、改善点と今後の展望を含めて報告する。
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［ 第１部 ］ 型 紙 研 究 の 現 在 と 課 題

型 紙 サ ミット 発 表

甲賀市水口歴史民俗資料館の型紙調査について

永井晃子〈甲賀市水口歴史民俗資料館　主査〉

水口（みなくち）宿は東海道 50 番目の宿場町である。東海道に面した甲賀市水口町宇田（うっ
た）の紺屋利兵衛と植の紺屋忠平の両家には合わせて 2,113 枚の染用の型紙が残されていた。創
業時期は明らかではないが、江戸時代後半には型染を始めていたと考えられる。また大正 10 年

（1921）頃に考案された紗張りが含まれない点や聞き取り調査などから総合的に判断すると、下限
は明治時代から大正初年におさまる。

両家の型紙に残された商印のうち形屋六治郎（形六）が全体の約２割に押されていた。江州行き
の型紙販売商人のうち該当するのは日野を行商圏としていた笠木六治（次）郎であると考えられる。
六治郎と日野の商印を共に押す型紙が残ること、京・大坂の商印が含まれることから、近江日野
商人による行商の介在が指摘できる。墨書は地元の地名が散見でき、小紋をはじめとする着物、
蒲団、油単などの文様は多種多様であり、両紺屋は地域の衣生活を支える役割を果たしたことが
わかる。
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［ 第１部 ］ 型 紙 研 究 の 現 在 と 課 題

型 紙 サ ミット 発 表

河内長野市立ふるさと歴史学習館（くろまろ館）の 
型紙調査について

松野准子〈河内長野市ふるさと歴史学習館（くろまろ館）　学芸員〉

本発表では、当館が所蔵する型紙の紹介と現状課題について報告する。

当館の位置する河内長野市は大阪府の南東部にあり、東は奈良県、南は和歌山県に接している。
当館が所蔵する1,604 点の型紙は、明治期を中心に河内長野市高向地区で営んでいた１軒の元紺
屋にのこされていたものである。型紙の多くは伊勢（三重県鈴鹿市）で製作され、主に当地域の
特産品であった「河内木綿」の文様染めに使われていた。文様には、河内木綿の特徴である菊花
唐草や鶴亀・松竹梅など、吉祥柄で大胆な構図が多くみられる。

型紙の調査については、現在、写真撮影（高精細画像・赤外線画像）やサイズ計測、状態確認
などを終え、高精細画像の一部はデジタルアーカイブ化している。また赤外線撮影で明らかになっ
た商印や墨書などの情報を「型紙サミット」のメンバーと共有、研究しており、今後はより広いネッ
トワークで情報を共有できればと思う。
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［ 第１部 ］ 型 紙 研 究 の 現 在 と 課 題

型 紙 サ ミット 発 表

型紙調査における反故紙の扱いについて 
─文字情報からわかること─

鈴木亜季〈桑名市博物館　学芸員〉

江戸時代、伊勢国白子村・寺家村（現在の三重県鈴鹿市）において多くの型紙が生産され、そ
の型紙は、型売商人によって広く全国各地へ流通していた。伊勢型紙の歴史資料としては型売商
人の株仲間に関する文書類が残されているが、その生産や流通の実態は未だに明らかになってい
ないことが多い。文字として記されなかった部分については、各地に残された型紙の情報を集積す
ることで、より深くその実態に迫ることができると考える。

今回、甲賀市水口歴史民俗資料館での型紙調査において、墨で文字が記された型紙や地紙に
反故紙を用いている型紙をみることができた。反故紙には宗門改帳などが用いられており、中には

「松阪」と地名を読むことができたものもある。これらは、地紙が作られた年代や生産地を知る手
がかりとなる。型紙の持つ情報を読み取ることで、伊勢型紙の歴史研究を少しでも進めることがで
きればと思う。
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［ 第２部 ］ 型 紙 の 調 査・ 研 究 ─ デ ジ タルアーカ イ ブ の 実 践

型紙から読み取れること　型紙調査の有効性

生田ゆき〈三重県立美術館　学芸員〉

１枚の型紙から、いかに多くの情報を取得するか。型紙調査の成否はこれにかかっている。しか
しながら、やみくもにデータを集積しても、結果として時間の浪費となる危険性もはらんでいる。そ
のため、それぞれの調査で得られた数値や所見が一体何を意味するのか、常に意識的であること
が求められよう。

加えて、そこには調査環境の問題も関わってくる。機材や時間、人員など充分でない中で調査を
行わねばならない状況に出くわすことも少なくない。その場合、何のデータを捨てて、何のデータ
を取るのか、すなわち、何を目的として調査を行うのかについて自覚的であらねばならない。

以上のことを踏まえて、本ワークショップでは、過去の型紙調査の事例を紹介しながら、より効
果的な型紙調査について参加者とともに考える場としていきたい。
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［ 第２部 ］ 型 紙 の 調 査・ 研 究 ─ デ ジ タルアーカ イ ブ の 実 践

型紙データベース構築から活用に向けて

加茂瑞穂〈立命館大学　非常勤講師〉

立命館大学アート・リサーチセンターでは、京都市内で型紙を販売していた会社が所蔵する約
18,000 枚の型紙のデジタル化を 2008 年からスタートさせた。これを契機として、国内外の型紙コ
レクションのデジタル化を進め、2014 年には型紙データベースを公開した。数万枚という大量の資
料整理が可能な背景には、個人ではなくプロジェクトして活動できたことが大きい。

型紙のデジタル・アーカイブを進めることで、美術工芸のメディアを越えたデザインの比較研究が
可能となり、学術研究として得られる恩恵も大きい。また、デジタル画像は型紙の専門家による利
用に限らないため、型紙を現代生活へいかす活動へも協力することができる。「伝統的な」デザイ
ンを現代の生活へ応用する取り組みは、型紙への興味関心を高めるための効果も期待できる。そ
の一方で、型紙を学術資料以外にも活用していくための課題も見えてきた。

本発表では、学術資料として型紙を共有することで得られる情報とともに、研究成果を社会的に
還元していく方法・課題について考えてみたい。
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［ 第２部 ］ 型 紙 の 調 査・ 研 究 ─ デ ジ タルアーカ イ ブ の 実 践

立命館大学型友禅図案・型紙における 
修復作業の実践と課題

木立雅朗〈立命館大学　教授〉 

山本真紗子〈立命館大学　非常勤講師〉 

枝木妙子〈立命館大学 先端総合学術研究科博士課程　院生〉

立命館大学では、2002 年ごろより明治末～昭和初期の型友禅図案を収集、整理の上画像を撮
影し、デジタル・アーカイブとして公開する作業を行ってきた。その過程で問題となったのが、破
損している資料の取り扱いである。資料は長期間の保管による埃などで汚れており、型紙への転
写の際に切断され、そこから破れが広がるなど、傷みの激しいものも少なくなかった。資料は総
数で１万５千枚を超えており、予算や人手が限られる中、大学生が短期間のトレーニングで修復で
きるような手法を、文化財修復の専門家の指導により実施してきた。2015 年度末には、戦後から
2010 年ごろまで活動していた型染業者より、新たに型紙の寄託を受けた。そこで、型友禅図案の
修復の経験を活かし、型紙の性質にあった新たな修復方法を開発している。現在、整理作業への
適用に向けて試験的に導入している。修復に使う道具や修復範囲の設定など本学の整理作業をも
とに、実用的な修復の技法について論じていきたい。



088

［第２部］型紙の調査・研究─デジタルアーカイブの実践 ─ 木立雅朗・山本真紗子・枝木妙子
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［ 第２部 ］ 型 紙 の 調 査・ 研 究 ─ デ ジ タルアーカ イ ブ の 実 践

ARC メソッドによる文化資源アーカイブ

赤間 亮〈立命館大学　教授〉

立命館大学アート・リサーチセンター（ARC）は、1998 年の設立以来、文化芸術分野のデジタ
ルアーカイブ（DA）を重点的な研究課題としてきた。1990 年代半ばに和製英語として広まった「デ
ジタル・アーカイブ」であるが、1990 年代は、いわゆる掛声だけで、実際の技術が伴っておらず、
DA が実質を伴って進行している機関はなかった。しかし ARC では、すでに 1999 年には浮世絵
や古典籍のデータベースを開発し、イメージデータベースを使った研究をスタート出来ていたのであ
る。

その後、2002 年からは海外の博物館や図書館に所蔵される日本美術品の DAを実施するプロ
ジェクトがスタートしているが、型紙も当然その対象となっていった。ARC での最初の型紙のデジ
タル化は、株式会社キョーテック所蔵品約 18,000 枚である。この型紙のアーカイブのなかで、型
紙に特化した撮影方法も開発し、また、型紙用のデータベースも開発していった。

ARC における資料のデジタル化手法は、業者委託が通常の方法となっている他の組織とは異
なったものであり、修復、保存、デジタル化、データベース化、オンライン公開などのきめ細かな
技術が貯えられていった。現在、ARC ではこの技術やノウハウをできるだけ広く公開し、デジタル
時代に相応しいデジタルヒューマニティーズ型研究を推奨・推進している。この方法は現在、「ARC
メソッド」として知られるようになった。

その詳細については、発表（スライド）に譲るが、第一に高精細なデータでありながら、高速、
しかも安全、情報も的確に取得するという方法である。それは、研究者自身が何を、何のために
デジタル化するのかを十分に検討した上で、デジタル技術や資料に対する専門的な知識を駆使して
デジタル化するというもので、場合によっては修復に関する知識を身につけた、マルチな人材による
デジタル化の方法である。また、データベースも資料の本質をよく理解した上で設計し、自らデータ
ベースの管理者となって運用するというものである。これだけの説明では、そんな理想的なことは
不可能と思われるかもしれないが、デジタル技術の革新は、それを修得するための時間を極めて短
くしてくれた。そのため、研究者の意欲さえあれば、多くの人が、マルチな人材となることができる
のである。

データベースは、現在、リンクトオープン型が主流となってきているため、所蔵機関と ARC の
データベースを相互に繋げることを進めている。これに例えば、Ukiyo-e.org（https://ukiyo-e.
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［第２部］型紙の調査・研究─デジタルアーカイブの実践 ─ 赤間 亮

org/）のような特別な機能を持つデータベースをも含め、３者がトライアングル型で双方向にリンク
することで、単なるオンラインデータベースではない、多機能データベースとなる。こうした連携型
オンライン展開は、型紙研究においてはまさに最適な方法になると予想され、ARC の型紙研究グ
ループに対する役割・貢献もここにあると考えている。
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